
第１５回 

「山のトイレを考えるフォーラム」開催のご案内 

（問い合わせ先）  
 山のトイレを考える会事務局 
 〒060-8589 札幌市北区北９条西９丁目  
  北海道大学大学院農学研究院内 （担当：愛甲） 
    TEL&FAX：011-706-2452  

    メール：hokkaido@yamatoilet.jp 

http://www.yamatoilet.jp 

  テーマ ： 『みんなで取り組む山のトイレ問題』 

2014.1 

●日 時 ２０１４年３月８日（土）  １４時００分～１７時３０分 

      ※事前申込不要           （受付開始：１３時３０分～）  

●会 場 北海道立道民活動センター『かでる２・７』 １０７０会議室（１０階） 
      札幌市中央区北2条西7丁目  011-２０４-５１００   

●フォーラム内容 
 1.各山域のトイレ問題について 
  日頃、積極的に取り組んでいる会員 
  （個人・団体）及び支援していただい 
  ている関係者による課題報告と提言 

 2.ディスカッション 
  改善に向けた今後の具体的な取組み、 
  活動方法について討論 

 
●参加費  資料代として５００円 

 ◎交流会 18時30分～ 居酒屋瑠玖狸小路本店 
    札幌市中央区南３西６ 狸小路６丁目の南側 

   会費３,０００円程度 011-２61-5188 

黒岳バイオトイレ・おがくず交換作業 

      かでる２・７案内図 

（ＪＲ札幌駅：徒歩１２分） 
（地下鉄東西線「西１１丁目駅」４番出口 徒歩５分） 

 今年も新しい年を迎え、北海道の山を愛する皆さんはいかがお過ごしでしょうか。 
 さて、１５回目を数える「山のトイレを考えるフォーラム」のテーマは「みんなで取組む山のトイ 
レ問題」となりました。 
 山の環境問題に関心のある一部の人だけが声高に叫んでも、問題の解決に至らないのは、これまで 
の経過が実証しています。利害関係を含めて山に関わりのある様々な立場の方の英知を集め、改善の 
努力を重ね続けることが大事であり、当会がその一翼を担うことには何のためらいもありません。 
 フォーラム当日には多くの皆さんとお会いし、忌憚のない意見交換ができることを切に希望すると 
ころです。 
「北海道を山をいつまでも楽しむ為に」「次世代へ素晴らしい北海道の山を引き継ぐ為に」今後とも 
皆様のご協力、ご支援を心よりお願い申し上げます。 
   

（山のトイレを考える会代表 岩村和彦） 
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